
 

 

 

 

資料：平成 29年 6月 22日（木）小・中学校新教育課程説明会（社会）における文部科学省視学官説明図 

 

中教審 

   

                                子供が「見方・考え方」を働かせるための授業改善 

    ① 目標の共有                                 （ようにする） 

    ② 資質・能力の明確化       社会や世界と 

    ③ 社会との連携          向き合い 

                      関わり合う 

 

 

      

         ・柱書き 

    ①学びに向かう力②知識・技能③思考力・判断力・ 

      人間性等          表現力等 

 

 

 

                          いわゆる 

    ・教科横断                 アクティブラーニング 

    ・PDCA            単元等の    

    ・地域リソース         授業改善   主体的・対話的で 

                           深い学び 

           CS総則 

○ 教材化の工夫 

 ・視点（時，空，相）他にもある 

 ・足し算で考える 

 ・必要に応じて組み合わせる 

 

○ 問題解決的な学習の充実 

 ・問いの構成 

 ・資料の加工，提示 

 ・学習活動（対話的） 

  など 

 

  （今後の研究対象） 

社会に開かれた教育課程  

CSの改訂 

 

カリュキュラムマネジメント 

単元等，内容や時間などを見通しながら 



 

 

 

             

※ 内容構成の基本形 
（１）Ａについて，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の

事項を身に付けることができるように指導する。 
  ア 次のような知識や技能を身に付けること。 
  （ア）Ｂを理解すること 
  （イ）Ｃなどで調べて，Ｄなどにまとめること。 
  イ 次のような思考力・判断力・表現力を身に付けること 
  （ア）Ｅなどに着目して，Ｆを捉え，Ｇを考え，表現すること 
 
 
※ Ａという学習課題について 
  Ｅなどに着目して，Ｃなどで調べ，Ｄなどにまとめて，Ｆを捉え 
  Ｇを考え，表現をすることを通して，Ｂを理解する 


